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は
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
ケ
ー

キ
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
提
供
し
て

い
ま
し
た
。

　

代
表
の
谷
川
秀
美
さ
ん
は
「
食

育
や
地
産
地
消
を
通
じ
、
子
ど
も

た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
信
州
や
松

本
を
元
気
に
し
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
手
描
染
色
彩
花
の
会
」
の
畑
富

美
子
さ
ん
は
「
活
動
の
成
果

の
作
品
を
、
た
く
さ
ん
の
人

に
見
て
も
ら
え
る
し
、
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
方

も
い
る
」と
の
お
話
で
し
た
。

　

18
団
体
が
出
演
し
た
ス

テ
ー
ジ
部
門
の
様
子
は
、
一

昨
年
か
ら
ネ
ッ
ト
で
動
画
が

見
ら
れ
、
時
代
の
要
求
に
も

応
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し

て
初
め
て
の
開
催
と
な
っ

た
、
活
気
の
あ
る
ま
つ
り
で

し
た
。

　

ま
つ
り
は
平
成
11
年
か

ら
、Ｍ
ウ
イ
ン
グ
管
理
組
合

や
周
辺
の
商
店
街
組
合
な
ど

に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
で
、
中

央
公
民
館
と
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
松
本
市
公
民
館
活
動

発
表
会
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
の

発
表
の
場
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
に
よ
る
と
「
委
員

会
を
構
成
す
る
団
体
に
変
更
が

あ
っ
た
た
め
、
次
年
度
以
降
、
委

員
会
組
織
が
ど
の
よ
う
な
構
成
に

な
る
か
は
未
定
だ
が
、
ま
つ
り
の

開
催
に
向
け
て
前
向
き
に
協
議
し

て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
ま
つ
り
、
今
後

も
長
く
続
く
と
良
い
で
す
ね
。

　
５
月
27
・
28
日
、
ま
つ
り
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
作
品
展
示
・
ス
テ
ー

ジ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
映
画
上

映
や
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

手
ま
り
時
計
の
周
辺
の
路
上
で

は
、
も
っ
た
い
な
い
市
や
こ
ど
も

縁
日
な
ど
も
あ
り
、
飲
食
ブ
ー
ス

で
参
加
し
た
団
体
「
ワ
ン
パ
ー
ク
」

　

市
役
所
大
手
事
務
所
の
松
本

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
以
下
サ
ポ
セ
ン
）
が
発
行
し
て

い
る
機
関
紙
が
、
通
称
サ
ポ
セ
ン

通
信
で
す
。

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
を
機
に
、
松
本
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
N
P
O
法
人
立
上

げ
な
ど
が
顕
著
に
な
り
、
２
０
０

５
年
９
月
に
サ
ポ
セ
ン
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

以
来
17
年
、
市
民
の
活
動
支

援
・
人
材
育
成
支
援
・
活
動
団
体

の
交
流
の
場
と
し
て
運
営
さ
れ
、

現
在
の
登
録
団
体
は
２
３
６
を

数
え
ま
す
。

　

各
種
の
活
動
を
伝
え
続
け
た

の
が
サ
ポ
セ
ン
通
信
で
、
２
月
15

日
に
１
０
０
号
記
念
号
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。（
現
在
１
０
１
号

発
刊
済
）

　

サ
ポ
セ
ン
通
信
は
、
登
録
団
体

の
活
動
・
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

市
民
活
動
講
座
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
今
に

続
く
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
プ
ラ
チ

ナ
サ
ロ
ン
開
設
な
ど
の
サ
ポ
セ
ン

独
自
の
活
動
、
支
え
る
人
た
ち

コ
ー
ナ
ー
の
よ
う
に
、
市
民
団
体

の
活
動
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
切
磋
琢
磨
し
て
い

く
市
民
活
動
の
様
子
を
、
サ
ポ
セ

ン
通
信
は
見
守
り
、
伝
え
続
け
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

サ
ポ
セ
ン
通
信
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
通
信
」
の
検
索
で
全
号
見
ら

れ
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
通
信

市
民
活
動
を
伝
え
続
け
て
17
年

手まり時計
ステージ
部門

恒
例
の
第
23
回
松
本
手
ま
り
時
計
ま
つ
り
・
第
45
回
松
本
市
公
民

館
活
動
発
表
会
（
以
下
ま
つ
り
）
が
行
わ
れ
多
く
の
入
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た

ま
つ
り
の
歩
み

今
後
の
運
営
の
か
た
ち

に
ぎ
や
か
に

松
本
手
ま
り
時
計
ま
つ
り
開
催

活
動
の
歴
史
を
刻
む

伝
え
続
け
１
０
０
号
越
え
て

松本市市民活動
サポートセンター
【公式チャンネル】

はこちら

4 年ぶりの本格開催  手まり時計まつり

あ！消えた！マジックショーもありました
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こ
れ
か
ら
の
行
事
イ

べ
ン
ト
が
コ
ロ
ナ
禍

と
上
手
に
付
き
合

い
、
対
策
し
な
が
ら

以
前
の
よ
う
に
触
れ

合
い
の
場
が
戻
っ
て

来
る
こ
と
を
期
待
す

る
▼
５
月
の
連
休
に
御
柱
大
祭

に
参
加
し
、
里
曳
き
・
建
御
柱
な

ど
、
そ
の
都
度
木
遣
り
師
の
熱

い
力
、
パ
ワ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

頂
い
た
。
翌
日
足
腰
が
痛
く
、
日

頃
の
運
動
不
足
を
感
じ
「
週
1

ウ
オ
ー
ク
」
で
鍛
え
な
け
れ
ば

と
痛
感
▼
宵
祭
り
の
奉
祝
花
火
、

４
年
振
り
の
子
ど
も
神
輿
や
浦

安
の
舞
奉
納
が
あ
り
、
争
い
の

絶
え
な
い
現
在
、
こ
の
祈
り
を

大
切
に
と
心
が
一
杯
に
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
統
行
事
の

伝
承
と
そ
の
継
続
を
大
切
に
し

た
い
と
思
う
▼
毎
年
春
秋
行
な

わ
れ
る
薄
川
堤
防
の
草
刈
り
清

掃
に
参
加
し
、
相
変
わ
ら
ず
丈

夫
な
ツ
ル
草
な
ど
を
刈
り
取
り

堤
防
一
面
が
さ
っ
ぱ
り
し
た
。
こ

こ
は
松
本
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス

で
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
桜
並
木
や

山
々
と
応
援
の
声
を
背
に
受
け

快
適
に
走
る
こ
と
だ
ろ
う
▼
今
後

も
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
祈
り
お
互

い
の
共
助
で
穏
や
か
な
社
会
を
望

み
、
無
理
な
く
気
兼
ね
な
く
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

深
ま
る
と
、
学
生
も
地
域
に
根
付

い
て
く
れ
る
」
と
語
り
、
大
学
で

の
地
域
活
動
の
経
験
が
、
自
身
が

暮
ら
す
地
域
の
人
材
育
成
の
機
会

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

商
品
開
発
の
き
っ
か
け
の
多
く

　

矢
内
研
究
室
の
学
生
は
商
品
の

販
売
促
進
の
一
環
と
し
て
、
実
際

に
売
り
場
に
立
っ
て
宣
伝
も
行
う

そ
う
で
す
。
矢
内
先
生
は
「
人
に

説
明
し
、
理
解
し
、
買
っ
て
も
ら

う
プ
ロ
セ
ス
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
す
。
活
動
は
学
生
の
主

体
性
や
行
動
力
に
も
つ
な
が
り
、

卒
業
後
の
仕
事
で
も
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

松
本
大
学
の
矢
内
先
生
（
健
康

栄
養
学
科
）
の
研
究
室
で
は
、
長

野
県
の
農
家
や
企
業
と
連
携
し
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
着
目
し
た
商
品
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
製
造
過
程
で
不
要

と
な
る
栄
養
豊
富
な
皮
や
実
を
活

用
し
、下
伊
那
郡
高
森
町
で
は
「
生

市
田
柿
ク
レ
ー
プ
」
を
、
奈
川
地

区
で
は
奈
川
中
学
校
と
共
同
で「
そ

ば
チ
ュ
ロ
ス
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

商
品
の
流
通
に
は
、
食
品
ス
ー

パ
ー
や
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
も
提
携
し
ま
す
。

は
、
大
学
に
地
元
の
農
家
や
企
業

か
ら
話
が
舞
い
込
ん
だ
こ
と
。
集

ま
っ
た
情
報
を
広
く
普
及
さ
せ
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
商
品
は
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
開
発
し
た
商
品
は
、
あ
く
ま
で

地
元
の
名
産
を
お
知
ら
せ
す
る

ツ
ー
ル
。
地
域
に
利
益
が
起
き
て

く
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、

自
己
満
足
で
終
わ
ら
な
い
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
仕
事
が
し
た
い
」

と
矢
内
先
生
は
語
り
ま
す
。

　

食
で
つ
な
が
っ
た
地
域
と
大
学

は
、
松
本
か
ら
長
野
県
へ
、
長
野

県
か
ら
全
国
へ
届
く
魅
力
あ
る
取

り
組
み
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

▲おいしい生市田柿クレープ

▲現場で販売促進を行う大学生たち

０
円
で
産
業
振
興

ス
イ
ー
ツ
で
人
を
育
て
る

⑫
松
本
大
学 

矢や

内な
い

和か
ず

博ひ
ろ 

准
教
授

も
っ
た
い
な
い
で
は
じ
ま
る

地
域
づ
く
り

も
っ
た
い
な
い
で
は
じ
ま
る

地
域
づ
く
り

視 点

食
は
つ
な
が
る
ツ
ー
ル

矢内先生に
インタビュー！

●
公
民
館
長

東

部

城

東

田

川

庄

内

鎌

田

松

南

四

賀

梓

川

波

田

●
公
民
館
主
事

中

央

小
澤
佐
智
浩

宮
下　
隆
夫

堀
内　
正
雄

梶
山　
三
男

小
嶋　
和
好

川
上　
正
彦

花
村　
憲
二

西
牧　
和
夫

麻
田　
仁
郎

中
野　
浩
二

中

央

中

央

中

央

中

央

第

三

東

部

城

東

田

川

鎌

田

島

内

和

田

芳

川

福
村
健
太
郎

合
津　
朋
実

矢
嶋
美
智
子

清
水　
春
生

深
澤　
佐
恵

降
旗　
一
博

小
林　
弘
幸

瀧
川　
航
平

髙
山　
美
空

保
科　
　
黄

北
澤　
圭
祐

藤
澤
智
恵
美

第

一

第

三

東

部

城

北

中

央

安

原

城

東

山
内　
敦
子

上
條　
恒
嗣

降
籏　
賢
一

尾
日
向
智
子

澤
柳　
秀
子

大
和　
　
靖

浅
田　
達
夫

白

板

庄

内

鎌

田

島

内

中

山

島

立

新

村

和

田

神

林

笹

賀

芳

川

寿寿

台

松

原

武
居　
良
和

大
野
田
彰
孝

南
雲
多
榮
子

川
上　
　
弘

真
次　
敬
子

上
條
貴
志
子

山
口　
　
茂

塩
原
真
由
美

藤
澤　
良
彦

窪
田　
　
守

村
田　
正
幸

上
平　
貴
明

江
藤　
弘
子

曽
根
原　
豊

寿松

原

入
山
辺

四

賀

梓

川

波

田
●
館
報
全
市
版
編
集
委
員

丸
山　
稜
雅

木
内　
　
翼

斉
川　
史
徳

浅
沼　
喜
之

安
藤
ひ
か
り

小
松　
一
成

岡

田

入
山
辺

里
山
辺

今

井

内

田

本

郷

四

賀

安

曇

梓

川

波

田

大
学
生

大
学
生

増
沢　
忠
芳

大
澤　
深
志

渡
邉　
　
昇

中
村　
　
朗

小
池　
栄
一

加
藤　
睦
実

松
村　
京
子

赤
穂　
武
美

森　
　
鉄
雄

古
田　
豊
樹

工
藤　
太
陽

杉
江　
夏
実

令
和
５
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
５
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
５
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

（
令
和
５
年
７
月
30
日
現
在
）
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転
車
競
技
場
、
浅
間
温
泉
庭
球
公

園
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
平
成
12
年

（
２
０
０
０
）
か
ら
「
ツ
ー
ル・ド
・

美
ヶ
原
高
原
自
転
車
レ
ー
ス
大

会
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
Ｏ
Ｍ
Ｆ
」
が
開
催
さ
れ
る
キ
ッ

セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
も
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
の
発
信
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
郷
村
時
代
か
ら
女
性
た
ち
の

活
動
が
活
発
で
、
昭
和
50
年
（
１

９
７
５
）
に
は
、
婦
人
団
体
が
連

合
し
て
文
化
祭
を
開
催
、
現
在
の

本
郷
地
区
文
化
祭
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
始
め
た
保

健
補
導
員
制
度
が
合
併
後
、「
健

康
づ
く
り
推
進
員
」
と
し
て
市
全

体
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
、
松
本
市
と
の
合
併
50
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
歩

み
を
記
念
誌
に
ま
と
め
、
イ
ベ
ン

ト
も
検
討
中
で
、
今
後
の
地
区
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
つ
も
り
で
す
。

　

松
本
市
東
北
部
の
女
鳥
羽
川
流

域
に
あ
り
83
％
が
山
地
で
す
。
明

治
22
年
（
１
８
８
９
）
に
本
郷
村

が
誕
生
し
、
昭
和
49
年
（
１
９
７

４
）
に
松
本
市
に
編
入
合
併
し
ま

し
た
。
北
部
に
三み

才さ

山や
ま

、稲し
な

倉ぐ
ら

、洞
、

原
、
水み
ず

汲く
ま

、
中
心
部
に
浅
間
温
泉
、

南
部
に
南
浅
間
、
大
村
、
惣そ
う

社ざ

、

横
田
の
町
会
が
あ
り
ま
す
。
令
和

５
年
５
月
１
日
現
在
１
４
４
１
０

人
、
６
９
２
９
世
帯
が
居
住
し
て

い
ま
す
。

　

縄
文
・
弥
生
時
代
の
遺
跡
、
遺

物
が
発
見
さ
れ
、
５
世
紀
中
頃
の

桜
ケ
丘
古
墳
か
ら
は
県
宝
の
「
金

銅
製
天
冠
」
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
の
歴
史
書「
吾
妻
鏡
」

に
「
浅
間
社
」
の
名
称
が
登
場
し
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
浅
間
温
泉
と
呼
ば

れ
始
め
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
湯
宿
が
増
え
、

ま
た
松
本
城
主
、
石
川
氏
が
保
養

の
た
め
に
御
殿
湯
を
作
ら
せ
て
お

り
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

明
治
33
年
（
１
８
９
９
）、
電
燈

が
つ
き
「
浅
間
温
泉
は
不
夜
城
の

ご
と
し
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
は
養
蚕
業
の
隆
盛

に
よ
り
「
松
本
の
奥
座
敷
」
と
し
て

に
ぎ
わ
い
、大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

松
本
駅
と
浅
間
温
泉
を
結
ぶ
路
面

電
車
も
開
業
、
昭
和
39
年
（
１
９

６
４
）廃
線
ま
で「
チ
ン
チ
ン
電
車
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
に
県

営
野
球
場
や
県
営
運
動
場
が
完

成
。
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）
に

浅
間
温
泉
国
際
ス
ケ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
で
き
、
高
速
リ
ン
ク
と
し

て
知
ら
れ
、
国
体
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
で
も
セ
キ
ス
イ
ハ
イ

ム
松
本
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ほ
か
、
か

り
が
ね
サ
ッ
カ
ー
場
、
美
鈴
湖
自

松本平の野鳥たち

35

地
区
の
概
要

歴
史
あ
る
地
区

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
地

地
区
活
動
の
発
信
地

ハトくらいの大きさで、「カッコウ、カッコウ」と鳴くおな
じみの夏鳥。草原、耕地、牧草地や小さな林がある明る
く開けた環境を好む。ヨシキリ類、モズ類など他の鳥の
巣に卵を産み育ててもらう。（托卵）仮親とする鳥たち
と共に近年減少が心配されている。（日本では、托卵は
カッコウ、ホトトギス、ジュウイチ、ツツドリの４種）

カッコウ （2022.5 松本市南原　写真提供：信州野鳥の会）

本
郷
地
区

自
然
が
豊
か
な
里
山
と
肥
沃
な
扇
状
地
や
沢
に
位
置
し
、
松
本
に

水
を
運
ぶ
女
鳥
羽
川
と
古
い
歴
史
を
も
つ
浅
間
温
泉
が
有
名
で
す

美しいレンゲツツジの中、疾走

当たり前な日常が
何よりいちばんの幸せ

みんなの笑顔も 夏の日差しも

まつもと散歩

（撮影 ： 2023.6.19 あがたの森公園）

松明祭り
浅間温泉に古くから伝わり 
五穀豊穣と安寧を願い、
 顔に炭を塗り、練り歩く
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